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コン パイ ラ (XCC-V) を 使用 し て プロ グラ ム を 作成 する 場合 の , MPU ご と の 固有 の 
仕様 を 解説 し て いま す . 


Copyright (() 2005 AIO TECHNOLOGY 60.,LTD. All Rights Reserved. 


目次 


MI 本 生ま る 人 林 較 に の VENI00000000088be es 4 
人 間 DNOE 0RR2RNNOP 遇 NM8 の が まま RG 失せ 休 の ep D 
情 路 衣 民 の 4 の ラス 2 NE 5 
と 2 Sh 8 
ンジ ン 6 
コト MOB 9 
SPIE 6 人 則 
1 時 12 

前 凡人 0 ア ンー キク グ ト の 用 商 記 記 5 15 
クジ ション 15 
ビグ ンー ニン 人 16 
| に ん し ルン ボン 18 

半 eNO び 用 し の 9 屋 開 介 1 衣 陳 RNNMRNNMAMENARI SEA2eSO22SRRESSee 21 
関本 導 の 旧 し の 且 開 人 人 訪 諾 記 記 記 記 記 KK 23 
ルン 人 26 
が クス ペル OO RON 27 
X60-V の 出 訪 関 数 を 呼び 出す 信 E 認 計 認 SS55 ゥ 95 27 
RU の 由 肌 関数 NO 着き 00 訪 諾 記 記 記 記 記 記 K き KR\M く 人 29 
の AIEO の デモ ルン ツリ 請 間 人 AO AA AIO0 00 BaeEiebie es 30 
IDWN 半 53k3787 3 UN 昌和 OUR 32 
0 の NRW 和 ダグ の ンク EUCKOCREENRMNR EE Ret 3 
NPB の ie 34 
000 mW ググ ム 0 の 人 0NNNN 衣 語 記 Ss 0 
92 の は 光 お 3 
セ み ショ ン 名 ・ セ クシ ジョン ッ 柱 員 の 更 記 記 KO 37 
Oo 39 
徹 眼 全能 の 情 球 マグ BuK 認 5 40 


MPU に 依存 する 機能 に つい て 


起動 時 処理 に つい て 
現 バ ー ジ ョ ン で は , MPU に 依存 する 処理 は 存在 し ませ ん . 


MPU 特定 名 に つい て 
現 バ ー ジ ョ ン で は , MPU 特定 名 指定 の 必要 は あり ませ ん . 


デバ ッ グ 時 の 制限 事項 
言語 で の デバ ッ グ を する に は , "-mkfr? オ プシ ョ ン が 必要 で す . 


-mkfr オプ ショ ン 

強制 的 に スタ ッ ク フ レー ム を 生成 し ます . 

780 で は 指定 し た 関数 の み フ レー ム 生 成す る こと が で きま す . 
形式 


-mkfr[all | 関数 名 ] 


al1 : ファ イル 内 関数 すべ て 
関数 名 : ファ イル 内 の 指定 され た 関数 の み ( ” "アン ダー バー を 先頭 に 付け る ) 


言語 の 規格 
特殊 記 ! 


門 の クラ スワ ー ド 


現 バ ー ジ ョ ン で は , Z80 シリ ー ズ 版 ( コン パイ ラ に は , 特殊 記憶 クラ ス の キー ワー ド は あり ませ 
ん . 


モモ り モモ デル 


現 バ パー ジョン で は , Z80 シリ ー ズ 版 《 コン パイ ラ に は , メモ リモ デル は あり ませ ん . 


ポル 者 


Z80 用 定義 体 で は , 以下 の デー タタ イプ が 用 意 さ れ て いま す . 


【 デ ー タ タイ プ 】 

変数 サイ ズ 最小 値 最大 値 

char 8bit -128 27 
unsigned char 8bit 0 3) 

short 16bit -32768 +32767 
unsigned short 16bit 0 +65535 
short int 16bit -32768 +32767 
unsigned short int 16bit 0 +65535 

int 16bit -32768 +32767 
unsigned int 16bit 0 +65535 

long 32bit -2147483648 +2147483647 
unsigned long 32bit 0 +4294967295 
float 32bit -]e37 +]e37 
double 64bit -le306 +le306 
signed( ビ ッ ト フ ィ ー ル ド ) |1~16bit -2^(w-1) 2^(w-1)-1 
unsigned( ビ ッ ト フ ィ ー ル |1~16bit 0 2^(w)-1 

ド ) 

enum 16bit 55 ー 

ポイ ンタ 16bit 0 Oxffff 


備考 w(width) は 指定 され た ビッ ト の 幅 を 示し ます 


ビッ ト フ ィ ー ル ド 

ビッ ト フ ィ ー ル ド で は 16bit の 境界 を 超え て フィ ー ル ド を 定義 むす る こと は で きま せん . 
し た が っ て , ビッ ト フ ィ ー ル ド の メン バ の 最大 の 幅 は 16bit で す . 

また , メン バ が 16bit 境界 を 超え る と き は 次 の 16bit 境界 に 整合 され ます . 

以下 に , ビッ ト フ ィ ー ル ド の メモ リ 上 で の 配置 を 示し ます . 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の 記述 例 


【C 言語 リス ト 】 


struct { 
Int 8:2, 
int b:3: 
Int c:15: 
int d:4: 
| 軸 


【 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 配置 】 


TSE 
に ーー ep 


芽 ms 


バイ ト 境 界 で の ビッ ト フ ィ ー ル ド 定 義 


【C 言語 リス ト 】 


struct { 
Int 8:1, 
int DS2: 
Int C:3: 


] bit: 


【 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 配置 】 
ーcb を 慎 け な い 場 合 


ーcb 鐘 症 けた 場合 
LESB 


浮動 小数 点 

XCC-V で 使用 され て いる フォ ー マ ッ ト は , IEEE754 に 準拠 し た も の で 【 浮 動 小 数 点 】 に 示す 通り 
人 9 お 

また , XCC-V で は 拡張 倍 精度 (80Dit) は サポ ー ト し て いま せん . 


【 浮 動 小 数 点 】 


サイ ン ビ ピッ ト < 31 23 0 


4 
。 | 】 直 Bebit や | 伯 坦 Kedi 


コロ ー ト (32bit) 


* 指 載 如 1 1bit) 1 仮 才 計 RC5abit) 


ダブ ル @4b it) 


浮動 小数 点 定 数 は , 最大 17 桁 ま で 使用 可能 で す . 
17 桁 以 上 の 記述 は 無視 され ます . 


構造 体 , 共用 体 , 配列 
構造 体 , 共用 体 , 配列 の 大 き さ は , Z80 の アド レス 空間 の 許す 範囲 で 指定 可能 で す . 
また , 構造 体 の 配列 等 の よう な 宣言 も 同様 で す . 


オー ト 変 数 
ー つ の 関数 内 で 使用 で きる オー ト 変 数 の 合計 サイ ズ は , Z80 の アド レス 空間 の 許す 範囲 で 指定 可 


関数 呼び 出し 


引数 

呼び 出す 関数 に 引数 を 渡す 処理 は , 引数 と な る 値 を スタ ッ ク 領 域 に 格納 する こと に より 実現 し 
て いま す . 

スタ ッ ク 領 域 へ の 格納 は , 2 バイ ト 単 位 で 行い ます (2 バイ トバ ウン ダリ ). 

関数 呼び 出し と き の 引 数 は , 【 型 変換 一 覧 】 の 通り に 型 変換 が 行わ れ ま す . 


【 型 変換 一 覧 】 


展開 され る 型 
引数 の 型 プロ ト タ イ プ 宣 言 な し プロ ト タ イ プ 宣 言 あ り 
signed char signed short signed char 
signed short signed short signed short 
signed int signed short signed short 
signed ビッ ト フ ィ ー ル |signed short Signed short 
ド signed short signed short 
enUm 
signed long Signed long signed long 
unsigned char unsigned short unsigned char 
unsigned short unsigned short unsigned short 
unsigned int unsigned short unsigned short 
unsigned ビッ ト フ ィ ー|unsigned short unsigned short 
ルド unsigned short unsigned short 
ポイ ンタ 
unsigned long unsigned 10ng unsigned long 
float double float 
double double doOuble 
構造 体 , 共用 体 ※ ※ 


備考 ※: 構 造 体 , 共用 体 の 引数 は , 2 バイ トバ ウン ダリ で , アド レス 増加 方 向 に よせ て , スタ ッ 
ク に 積ま れ ま す . 


関数 の リタ ー ン 値 

関数 の リタ ー ン 値 は , サイ ズ が 1, 2, 4 バイ ト の と き は , レジ スタ で 返し ます . 

使用 する レジ スタ は 【 リ ター ン 値 一 覧 】 の よう に な り ま す . 

それ 以外 の 場合 , 親 の 関数 は , BC レジ スタ に リタ ー ン 値 を 格納 する アド レス を 設定 し , 子 の 関 
数 を 呼び 出し ます . 

子 の 関数 は , この アド レス に リタ ー ン 値 を 代入 し , リタ ー ン し ます . 


【 リ ター ン 値 一 覧 】 


リタ ー ン 値 の サイ ズ | 使用 する レジ スタ 


BC( 上 位 ), DE( 下 位 ) 


1, 2, 4 バイ ト 以 外 |BC の 示す アド レス ( 親 の 関数 が 設定 ) に リタ ー ン 値 を 設定 


レジ スタ 


280 シリ ー ズ 版 XCC-V で は , 以下 の レジ スタ を 使用 し ます . 


| 人 短 っ 


ーー 人 取 

ーー 他 - 
区 Ccmrzz| | 二 軒 っ 
還 Hzzmfzz| | 二 只 | 
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#pragma 


# pragma int ret n 


"pragma int ret n の 指定 に より , 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 
pargma int ret n 宣言 か ら "#pragmanoint ret n" 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と し て 


認識 され ます . 


関数 内 で 使用 され る 全て の レジ スタ を 退避 , 復元 し ます . 
関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (EI 命令 ) と 通常 の リタ ー ン 命令 (RET 命令 ) を 展開 し ます . 


Int data1, data2: 


#Dragma int_ret_n 
Void func() 


{ 
data] = data2: 


#pragma noint ret_n 


ー 割り 込み 関数 の 定義 


【 ア セン ブラ の 展開 】 
_func: 

push 。 AF レジ スタ の 退避 
push BC 
ld BC, (_data2) 
ld (data1), BC 
DoD BC レジ スタ の 復元 
DOD AF 
el 割り 込み 許可 
ret りー コン 


#pragma int_reti_n 

"pragma int reti n の 指定 に より , 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 

陸 int reti で 宮 語 か ら 2fpragma noint reti_n' 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
て 認識 され ます . 

0 レン 0 復元 し ます . 

関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (EI 命令 ) と 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETI 命令 ) を 展開 し ます . 


#pragma int_retn n 

"pragma int retn n の 指定 に より , NMI 割り 込み 関数 の ユ コンパ イル を 実現 し ます . 

約 int retn n' 宣言 か ら "#Dragma noint retn n" 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
て 認識 され ます . 

Bo の ンク を 退避 , 復元 し ます . 

関数 の 出口 で は , NMI 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETN 命令 ) を 展開 し ます . 


#pragma int retr 

"Dragma int ret r' の 指定 に より , 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 

”#pargma int ret r" 宣 言 か ら "#pragma noint ret r” 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と し 
て 認識 され ます . 

関数 内 で 使用 され る 専用 レジ スタ の 退避 ,。 復元 と , レジ スタ セッ ト の 切り 替え を 行い ます (レジ 

スタ セッ ト GR を 破壊 し ます ). 

関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (BI 命令 ) と 通常 の リタ ー ン 命令 (RET 命令 ) を 展開 し ます . 


#pragma int retir 

"prTagma int reti r" の 指定 に より et ル を 実現 し ます . 

MM int reti r" 宣 言 か ら "#Dragma noint reti r” 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
て 認識 され ます . 

上 3 ン の 7Pー ツ の CD 

スタ セッ ト GR を 破壊 し ます ). 

関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (BI 命令 ) と 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETI 命令 ) を 展開 し ます . 
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#pragma int_retnr 

"pragma int retn r' の 指定 に より , NMI 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 
7#pargma int retn r” 宣 言 か ら "#pragma noint retn r” 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
し て 認識 され ます . 

関数 内 で 使用 され る 専用 レジ スタ の 退避 , 復元 と , レジ スタ セッ ト の 切り 替え を 行い ます (レジ 
スタ セッ ト GR を 破壊 し ます ). 

関数 の 出口 で は , NMI 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETN 命令 ) を 展開 し ます . 


出力 オブ ジェ クト の 形式 


セク ンション 


オブ ジェ クト に は , コモ ン セ クシ ョ ン と コー ド セ ク ショ ン が 出力 され ます . 
ゴ 下 ゲ ツア ゼ クシ ンション 
ロー ド セ ケ クシ ツ ョ ン 


コモ ン セ クシ ョ ン 
コモ ン セ クシ ョ ン は 3 つの セク ショ ン に 分 か れ て いま す . 


B ファ イル 名 初期 値 の な い 静 的 変数 


D ファ イル 名 COMMON 初期 値 の ある 静 的 変数 
1 ファ イル 名 定数 , 文字 列 CONSTANT 領域 


注意 
※:XCC-V 起動 時 ,-rom オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は , "CODE" に な り , 指定 し な い 場 合 は , "COMMON" 
に な り ま す . 


ROM 化 オ プシ ョ ン 指 定時 の メモ リ 配 軒 
各 COMMON セク ショ ン に お ける 一 般 的 な 配置 お よび , 使用 方 法 は 以下 の 通り で す . 


定数 , 文字 列 セ クシ ョ ン (I ファ イル 名 ) は , ROM 上 に 割り 付け ます . 

初期 値 の ある 変数 セク ショ ン (D ファ イル 名 ) は , ROM 上 に 内 容 を 入れ て お き , プロ グラ ム 実 行 前 
に 内 容 を ROM か ら RAM へ 転送 し ます . 

初期 値 の 無い 変数 セク ショ ン (BP_ フ ァイル 名 ) は , RAM 上 に 割り 付け て , プロ グラ ム 動 作 時 に ゼロ 
グ り し ます 。 

な お , ファ イル 名 は 30 文字 まで 記述 可能 で す . 


シン ボル 名 の 変化 

XCC-V の 出力 する オブ ジェ クト は アセ ン ブ ラ (XASS-V) の 入力 ソー スプ ログ ラム で す が , ( 言語 の 
プロ グラ ムリ スト 中 の シン ボル 名 (変数 名 , 関数 名 ) は 以下 の 規則 に 従っ て 変更 され , アセ ン ブ ル 
ソー スプ ログ ラム 中 に 展開 され ます . 


【 シ ン ボ ル 名 変更 規則 】 


ラン RM の | 了 


が ダー ナル シン ボル 名 の 前 に ”_” が 付加 され る 
グロ ー バ ル シン ボル 名 は 31 文字 まで 
ァイル 内 スタ ティ ッ ク 


引数 (アー ギュ メン ト ) IFP レジ スタ か ら の オフ セッ ト (先頭 は |e5 (IX+ 4) 
Reod 
レジ スタ 又は FP レジ スタ か ら の オフ セ |g7 人 MI 光 や 2) 
シン ボル 名 の 前 に ” "が 付加 され る func func 
一 シン ボル 名 は 31 文字 まで 使用 可能 25 
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引 史 人民 密 クン 当 ッ 


コー ド セ ク ショ ン の 名 前 は "C ファ イル 名 "で す . ファ イル 名 は 30 文字 まで 使用 可能 で す . 
コー ド セ ク ショ ン に 展開 され る も の は , 関数 の 入口 か ら 出 口 ま で の 処理 展開 で す . 


関数 の 入口 
関数 の 入口 で は , フレ ー ム ポイ ンタ (IX) の 待避 , 設定 と オー ト 変 数 と ワー ク 領 域 の 確保 を し ます . 


【 展 開 例 】 

_func: 関数 の 入口 
push IX フレ ー ム ポイ ンタ の 待避 
ld 1X. 0 
add IX, SP フレ ー ム ポイ ンタ の 設定 
ld HL, -16 
add HL, SP オー ト 変 数 と ワー ク 領 域 の 確保 
Id SP, HL 

関数 の 出口 


関数 の 出口 で は , オー ト 変 数 , ワ ー ク 領域 の 解放 と , フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 を 行ない, リタ ー 
ン し ます . 


【 展 開 例 】 
ld SP, IX オー ト 変 数 , ワー ク 領 域 の 解放 
DOD IX フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 
ret ター ン 


スタ ッ ク フ レー ム の 管理 
関数 呼び 出し 時 の 引数 お よび リタ ー ン アド レス の 管理 は , 以下 の よう に 行い ます . 


呼び 出し 元 ( 親 の 関数 ) 


引数 を 右 か ら 順 に スタ ッ ク に 積み ます . 
この と き , スタ ッ ク 上 で 1 つの 引数 は , 2 バイ ト 境 界 の 大 き さ を 持ち ます . 
(「 引 数 」 参 照 ) 


@ 関数 の リタ ー ン 値 の サイ ズ が 1, 2, 4 バイ ト 以 外 の と き は , 


BC レジ スタ に 設定 し ます . 
@ CALL 命令 に よっ て 関数 を 呼び 出し ます . 


呼び 出し 先 ( 子 の 関数 ) 


フレ ー ム ポイ ンタ を 退避 し ます . 


オー ト 変 数 , 一 時 変数 領域 を 確保 し ます . 
関数 の リタ ー ン 値 の サイ ズ が 1, 2, 4 バイ ト 以 外 の と き は , 


レジ スタ を スタ ッ ク に 積み ます . 
@ スタ ッ ク 上 の 引数 の アド レス は 次 式 の よう に な り ま す . 


n 番目 の 引数 の アド レス = IX+ 4 


+(1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 


+(2 番目 の 引数 の サイ ズ )+・・・ 


+(n-] 番目 の 引数 の サイ ズ ) 


関数 呼び 出し の 展開 例 


展開 例 1 
展開 例 2 


リタ ー ン 値 を 返す アド レス を 


リタ ー ン 値 格納 アド レス を BC 


スタ ッ ク の 構成 


fmc2 の リタ ー ン アド レネ 
fmc3 の 1 番目 の 引 炒 
叶 一 
2 
旧 フ レー ポイ シタ 
fmc1 の リタ ーー デア ドド レネ 


Wo ラーン ra | 


デ ド レネ 増加 方 向 
+ 
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関数 呼び 出し の 展開 例 1 


Int 
func1() 


] 


func2(int pa,int pb) 


{ 


a=func2 (a, b) : 


if(pa>pb) return(pga) : 


else 


アセ ン ブ ラ オブ ジェ クト 1("-0 og9'" オ プシ ョ ン 指 定 ) 


_func1: 
ijExpr (4) : 
ld 
push 
ld 
push 
call 
ld 
DOD 
DOD 
ret 
_func2: 
push 
ld 
add 
5 ご IW= 
ijExpr (98) : 
ld 
ld 
ld 


a=func2 (a,b) 


BC, (b) 
BC 
DE,(a) 
DE 
func2 
(Ca) , BC 
DE 

DE 


IX 
IX, 0 
IX, SP 


pa>pb 

C, (IX+6) 
B, (I+7) 
L, (IX+4) 


関数 の 入口 


引数 b を スタ ッ ク に 格納 


引数 a を スタ ッ ク に 格納 
関数 呼び 出し 

リタ ー ン 値 の 格納 

引数 領域 の 解放 


リタ ー ン 
関数 の 入口 
フレ ー ム ポイ ンタ の 待避 


フレ ー ム ポイ ンタ の 設定 


引数 の 参照 


ld H, (IX+5) 


Or A 
Sbc HL, BC 
Jr. X z,L9 


jp mL0000000013 
jp po,L0000000014 
Jr.X L9 
L0000000013.: 
Jp po,L9 
L0000000014: 
, - then - - return - 
ijExpr (8) : (pa) 
ld C, (44) 
ld B, (1X+5) 
Jr.X L12 
9: 
ョ ー SG = ー [GaU = 
iExpr 9) : (pb) 
ld C, (16) 
ld B, (1 な 7) 
L12:: RET 
ld SP, 1X 
DOD 1X 


ret 
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リタ ー ン 値 を BC に 格納 


リタ ー ン 値 を BC に 格納 


領域 の 解放 
フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 
りり 2 ニク 


関数 呼び 出し の 展開 例 2 


Int 
func1() 
{ 


] 


a, b, c, d, e: 


a=func2 (a, b, c, d, e) : 


func2(int pa, int pb, int pc, int pd, int pe) 


{ 
Int 


anS: 
ans=func3 (pb) : 
ans=anS+Da+DD*DC*Dd-D6: 


return(ans) : 


アセ ン ブ ラ オブ ジェ クト 2("-0 og9'" オ プシ ョ ン 指 定 ) 


_func1: 
ijExpr (4) : 

Id 
push 
Id 
push 
Id 
push 
Id 
push 
Id 
push 


call 


a=func2 (a, b, c, d, e) 
BC, (し e) 
BC 
DE,( 9) 
DE 
HL, (し c) 
HL 

BC, (b) 
BC 
BC, (し a) 
BC 
_func2 
(a) , BC 
HL, 10 
HL, SP 
SP, HL 


関数 の 入口 


引数 e を スタ ッ ク に 格納 


引数 d を スタ ッ ク に 格納 


引数 c を スタ ッ ク に 格納 


引数 b を スタ ッ ク に 格納 


引数 a を スタ ッ ク に 格納 


関数 呼び 出し 
リタ ー ン 値 の 格納 


引数 領域 の 解放 


リン 
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_func2: 


push 
Id 
add 
push 


, RET 


iExpr (9) : 


iExpr (10) : 
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ld 
Id 
push 


call 


Id 
Id 
push 
Id 
Id 
push 
Id 
Id 
call 
Id 
Id 
push 
push 
call 
Id 
add 
ld 
Id 
adc 
Id 
Id 
add 
Id 
Id 


ans=func3 (pb) 

C, (IX+6) 

B, (IX+7) 

BC 

_Tunc3 
ans=ans+ Da+DD*Dc*Dd-De 
E, (IX48) 
D, (IX+9) 
DE 

L, (IX+6) 
H, (IX+7) 
HL 
(1X-2) , 
(1X-1), B 
CSSSsmul 
L, (1 な 10) 
H, (IX+11) 
HL 

BC 
CSSSmul 
A, (IX+4) 
A,C 

L, A 

A, (IX+5) 
AB 

H, A 

A, (IX-2) 
AL 

C,A 

A, (IX-1) 


関数 の 入口 
フレ ー ム ポイ ンタ の 待避 


フレ ー ム ポイ ンタ の 設定 
オー ト 変 数 領域 の 確保 


引数 pp を スタ ッ ク に 格納 
関数 呼び 出し 


引数 pc を スタ ッ ク に 格納 


引数 pp を スタ ッ ク に 格納 


か け 算 ルー チン の 呼び 出し 


引数 pd』 を スタ ッ ク に 格納 
pb*pc を スタ ッ ク に 格納 
か け 算 ルー チン の 呼び 出し 


pa+ (pb*pc*pd) 下位 の 計算 


pa+(pb*pc*pd) 上 位 の 計算 


ans+ (pa+pb*pc*pd) 下位 の 計算 


adc 
Id 
Id 
sub 
Id 
ld 
Sbc 
Id 
jExpr ( 
Id 
DOD 
ret 
pb 
DC 
pd 
Da 
De 
ext 


end 


AH 
B, A 
A,C 
(IX+12) 
C, A 
A, B 
A, (IX+13) 
B, A 
11) : (ans) 
SP, 1X 
IX 


-> offset 6 
ー> offset 8 
-> offset 10 
-> offset 4 
ー> offset 12 


nal csssmul 


Int 
int 
Int 
int 
Int 


ans+(pa+pb*pc*pd) 上 位 の 計算 


(ans+pa+・・・pd) -pe 下位 の 計算 


(ans+pa+・・・Dpd) -pe 上 位 の 計算 


オー ト 変 数 領域 の 解放 
フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 
リタ ー ン 
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リン ク 方 法 


【XLNK-V の パラ メー タフ ァイル 例 (?77?. XLS)】 


/ADDR =1000 。 …… アド レス を 1000 番地 か ら に 設定 し ます . 
/SECT =D*ICOMM 。 …… 変数 領域 を 割り 付け ます 


/SECT = B_*|COMM 


/ADDR = 8000 上 …… アド レス を 8000 番地 か ら に 設定 し ます . 
/SECT = C*|ICODE 。 …… プロ グラ ム 領 域 を 割り 付け ます . 
/SECT =T エ ネー ・…… 変数 領域 を 割り 付け ます . 

/NAME = xxxx 

/ENTN = xxxx 

/SLIB = cszel 。  …… 各種 ライ ブラ リ を 設定 し ます 


/SLIB = stdze1 
/SLIB = mathze1 
/ULIB = xxxx 

| 
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アセ ン ブ ラ モジ ュー ル と の 結合 


XCC-V の 出力 関数 を 呼び 出す ※ 


注目 ※ アセ ン ブ ラ モジ ュー ル が 親 の と き 
XCC-V の 出力 し た 関数 を 呼び 出す と き は , 以下 の 条件 を 満た す 必 要 が あり ます . 


レジ スタ 
IX,。 SP レジ スタ は , 呼び 出し 前 の 値 が 保証 され ます . 
A, F, BC, DE, HL, IY レジ スタ は , 破壊 され ます . 


スタ ッ ク ポ イン タ 
関数 を 呼び 出す 前 に , SP レジ スタ に 未 使用 領域 の 先頭 アド レス を 設定 し て くだ さい . 
C プロ グラ ム は , SP レジ スタ か ら ア ドレ ス 減 少 方 向 に オー ト 変 数 等 の 領域 を 確保 し て 行き ます . 


引数 

C プロ グラ ム に 引数 を 渡す と き は , 関数 を 呼び 出す 前 に , 引数 を 右 か ら 順 に スタ ッ ク 領 域 に 格納 
(PUSH) し ます . 

また , 引数 の 型 に つい て は , 「 引 数 」 の 規則 に 従っ て 変換 し て か ら , 格納 し て くだ さい . 

スタ ッ ク 上 の nn 番目 の 引数 は , 以下 の アド レス に 格納 し ます . 


n 番目 の 引数 の アド レス =SP + 2 
+(1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 
+(2 番目 の 引数 の サイ ズ )+・・・ 
+(n-1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 
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リタ ー ン 値 
C プロ グラ ム の リタ ー ン 値 の 受け 渡し 方 法 は , 型 に より 異な り ま す . 
「 関 数 の リタ ー ン 値 」 を 参照 し て くだ さい . 


シン ボル 名 

C プロ グラ ム で は , シン ボル 名 の 変更 が され て いま す . 相互 に 参照 する シン ボル 名 , 関数 名 は ア 
セン ブラ モジ ュー ル で 合わ せる 必要 が あり ます . 

シン ボル 名 の 変更 規則 は , 「 コ モン セク ショ ン 」 を 参照 し て くだ さい . 
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XCC-V の 出力 関数 に 呼び 出さ れる ※ 


注目 ※ アセ ン ブ ラ モジ ュー ル が 子 の と き 


XCC-V の 出力 し た 関数 に 呼び 出さ れる と き は , 以下 の 条件 を 満た す 必 要 が あり ます . 


スタ ッ ク ポ イン タ 

SP レジ スタ の 指す アド レス か ら ア ドレ ス 増 加 方 向 の 領域 は ( プロ グラ ム の 使用 し て いる 領域 で 
すず 

アセ ン ブ ラ プロ グラ ム は SP レジ スタ の 指す アド レス か ら ア ドレ ス 減 少 方 向 の 領域 を 使用 し て く 
だ さい . 


引数 

C プロ グラ ム の 引数 は , スタ ッ ク 領 域 の 順に 格納 され て いま す . 

スタ ッ ク 上 の nr 番目 の 引数 は , 以下 の アド レス に 格納 され て いま す . 

n 番目 の 引数 の アド レス = SP +(] 番目 の 引数 の サイ ズ ) 
+(2 番目 の 引数 の サイ ズ )+・・・ 
+(n-1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 


リタ ー ン 値 
リタ ー ン 値 が ある と き は , 「 関 数 の リタ ー ン 値 」 の 説明 に 合わ せ て くだ さい 


レジ スタ の 退避 ・ 復 元 
アセ ン ブ ラ モジ ュー ル 内 で "IX", ”SP を 破壊 する 場合 は , すべ て 退避 ・ 復 元 し て くだ さい . 


シン ボル 名 

C プロ グラ ム は , シン ボル 名 の 変更 が され て いま す . 

相互 に 参照 する シン ボル 名 , 関数 名 は アセ ン ブ ラ モジ ュー ル で 合わ せる 必要 が あり ます . 
シン ボル 名 の 変更 規則 は 「 コ モン セク ショ ン 」 を 参照 し て くだ さい . 
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( プロ グラ ム 中 で の アセ ン ブ リ 言語 記述 


言語 プロ グラ ム 中 で , “#asm と "#endasm "で 囲ま れ た ステ ッ プ は , オブ ジェ クト プロ グラ ム 中 


の その 位置 に その まま 展開 され ます . 
以下 に イン ライ ン ア セン ブル の サン プル を 示し ます . 


"#asm を 使用 し た ソー スプ ログ ラム 
Int data: 


void sample() 
( 
if(data == 0) [ 
#asm 
el 


#endasm 
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出力 オブ ジェ クト 
C Generator Debugger XCDB-V V5.25 (7313) -00000000- 


== Z80 (V07.01) == 


global _sample 


global _data 
B_asm sect comm 
_data: 
ds 2 
(_asm sect code 
_sample: 
。 ご 辿 = 
iExpr (4) : data==0 
ld A, (_data) 
ld HL,_data+1 
Or (HL) 
Jr.X nz, L2 
ー Hm = 
ei 二 #asm で 記述 され た 部 分 
ー dellif = 
L2: 
ret 
end 
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ma in 関数 の 起動 


XCC-V の 出力 し た main 関数 は , 展開 形式 が 一 般 の 関数 と 同じ で す . 
し た が っ て 動作 させ る た め に は "main' を コー ル す る メイ ン モ ジュ ー ル が 必要 で す . 
メイ ン モ ジュ ー ル で 行う 主 な 処理 は , 以下 の 通り で す . 


デー タ 域 の 初期 化 
デー タ 域 の 初期 化 を 行っ て くだ さい . 


_errn0( ラ イブ ラリ の エラ ー 番 号 設定 域 ) の 確保 
数 学 ラ イブ ラリ を 使用 する 場合 に は , "int" の 大 き さ の errno の 領域 が 必要 で す . 


ld BC, 0 

ld (_errno) , BC 
XXXX Sect COmm 

global _errno 


_errI0・ 

スタ ッ ク ポ イン タ の 初期 設 

スタ ッ ク ポ イン タ (SP) の 設定 を 行っ て くだ さい . 
Id HL, (スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 最終 アド レス ) 
Id SP, HL 

_main の 呼び 出し 


call _main 
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ター ドア デップ ブロ グラ ム の 例 


スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 を 示し ます . 
この プロ グラ ム で は 変数 領域 の 初期 化 と main 関数 の 起動 を 行 な が いま す . 
領域 を 次 の よう に 配置 する 場合 を 考え ます . 


mw 2 た 


ーINMIT_DATA 


リン ク パ ラメ ー タ を 次 の よう に 作成 し ます . 


ルン パラ メー ダ タ 


スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 (startup.xas) 


スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 


実際 の プロ グラ ム で は , 以下 の よう な 処理 も 必要 に な り ま す . 


割り 込み ベク タ の 設 
ポー ト , タイ マ な どの 周辺 デバ イス の 初期 化 
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RAM Area 
5R 
/ADDR = 1000 
/SECT = D *|COMM (data = _DATA 
/SECT = B_*|COMM (bss = _BSS) 


/SECT = _STACK 


ROM Area 
と | 
/ADDR = 8000 
/SECT = C *|CODE 
/SECT = 1_* 


init data section | 


/init_section = INIT_DATA (_DATA) 


linkage module | 


/name = example 
/entn = startup 
/mod| = startub 


/mod| = example 


リン カ は リン ク パ ラメ ー タ の 青 字 の 識別 子 か ら 外部 名 を 生成 し ます . 


_BSS_NEAR_TOP 初期 値 の な い 静 的 変数 の 先頭 アド レス 
_BSS_NEAR_SIZE 初期 値 の な い 静 的 変数 の サイ ズ 
_DATA_NEAR_TOP 初期 値 の ある 静 的 変数 の 先頭 アド レス 


初期 値 の ある 静 的 変数 の サイ ズ 
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スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 (startup.xas) 


玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 


Startup Program for Z80 ネ 


・ 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ** 玉 玉 玉 玉 玉 玉 


十 


Stack (RAM) | スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 定義 


十 


_STACK sect stak 
ds 100h : ス タッ クサ イズ 
_SIACK_END: 


圭 


) init section (ROM) | 初期 値 格納 用 の セク ショ ン の 定義 


十 


_INIT_DATA Sect cOmm 


十 


Control data (RAM) | ライ ブラ リ 用 の 変数 の 定義 


十 


D_DATA sect CO 
global _errno : エ ラー 番号 設定 領域 


_errno dw 0 


startup routine (ROM) 


C_start sect COde 
_Star†: 
Id HL,_STACK_END : ス タッ ク ポ イン タ の 設定 
Id SP, HL 
i 米 米 It PORT, TIMER, . . . etc *** 
: ポ ー ト , タイ マ 等 の 設定 


導 三 三 三 ニニ ミミ ミニ ミミ 三 三 初期 値 の な い 変 数 領域 の ク リ ア 


extnal _BSS_TOP,_BSS_SIZE 
ld A, 0 
ld DE,_BSS_TOP 
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ld HL,_BSS_SIZE 


ld BC, 0 
or A 
adc HL, BC 
jr z,L110$ 
dec BC 
L100$: 
ld (DE) , A 
Inc DE 
Or A 
adc HL, BC 
Jr nz,L100$ 
L110$: 
: ニ = ニニ ニー ニテ ニニ 初期 値 の ある 変数 の 初期 値 デ ー タ の コピ ー = ニー ニニ ニー ニー ニー= 
extnal DATA TOP,_DATA_SIZE 
ld HL,_INIT_DATA 
ld DE,_DATA_TOP 
ld BC,_DATA SIZE 
ld AB 
Or C 
jr z,L210$ 
L200$: 
ldi 
Jp pe,L200$ 
L210$: 
: 玉 玉 玉 Cl| main ***※ main 関数 の 起動 
extnal _main 
call _main 
300$: 
jr 300$ 
end _start 
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拡張 機能 

セク ショ ン 名 ・ セ クシ ョ ン 種 別 の 変更 

780 ( コン パイ ラ は , 以下 の "pragma" ス テー トメ ント を 記述 する こと に より , デフ ォ ル ト の セク 
ショ ン 名 お よび セク ショ ン 種 別 を 変更 する こと が で きま す . 


記述 形式 
#pragma section 記憶 クラ ス セク ショ ン 名 [セク ショ ン 種 別 ] 


この ステ ー ト メン ト は , (C ソー ス 中 の 任意 の 位置 に 1 行 で 記述 し ます . 
な お , [ ] は 省略 可能 で す . 


記憶 クラ ス 
出力 する セク ショ ン に , 該当 する 記憶 クラ ス を , 以下 の 記憶 クラ ス 指定 子 よ り 選択 し て 記述 し て 
くだ さい . 


記 人 2 ラス や | セク ショ ン の 内 窟 | デフ ォ ル ト の セク ショ ッ 名 
er New | 箇 WW の sa 迷 | フ ァイル る 


lot mr |Weoeedeuam 
CONST 定数 , 文字 列 , 1 ファ イル 名 


セク ショ ン 名 
出力 する セク ショ ン の 名 前 を 31 文字 以内 で 指定 し て くだ さい . 
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セク ショ ン 種 別 
出力 する セク ショ ン の 種別 を 以下 の 識別 子 か ら 選 択 し て くだ さい . 


CODE コー ド セ ク ショ ン ( 小 文字 で も 可 ) 


COMM コモ ン セ クシ ョ ン ( 小 文字 で も 可 ) 


注意 
この セク ショ ン 種 別 を , 省略 し た 場合 ,「 セ クシ ョ ン 」 に て 記述 され て いる セク ショ ン 種 別 が 選 
択 さ れ ま す . 


変更 例 

ソー ス フ ァ イル に 以下 の 記述 を する と , 下 表 の よう な 変更 が 行なわ れ ま す . 
#pragma section near NOT_ INIT _SECT code 

#pragma section init INIT_SECT Cc0de 

#pragma section const CONST_SECT COmm 

#pragma section text TEXT_SECT COmm 


DP ファ イル NOT_INIT_SECT 


D ファ イル INIT SECT 


36 


割り 込み 処理 関数 宣言 

280 C コン パイ ラ で は , 関数 名 の 直前 に ” interrupt" と 記述 する こと に より , 本 関数 が 例外 処 
理 関数 で ある こと を 定 言 する こと が 可能 で す . 

記述 形式 


_ interrupt func () 


( 
例外 処理 


本 機能 は 「pragma」 の トピ ッ ク に 記述 し た "pragma int_reti_ n" 機 能 と 同一 の も の で す . 
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拡張 機能 の 特殊 マク ロ 


ヘッ ダフ ァイル "z80.h" を イン クル ー ド する と , 下記 の マク ロ が 使用 で きま す . 


__ DI () 
| 回 (⑩ 
_ set_bit() 
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